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受験番号 

問題番号 R4 III-1 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    建設       部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

１ ． 老 朽 化 イ ン フ ラ 優 先 順 位 付 け に お け る 課 題  

地 方 自 治 体 が 管 理 す る 道 路 橋 を 事 例 と し 、 管 理 者 の

立 場 で 述 べ る 。  

1 ) 点 検 診 断 の 質 の 確 保  

適 切 な 順 位 付 け を 行 う た め に は 、 的 確 な 点 検 診 断 を

行 う 必 要 が あ る 。 し か し 橋 梁 の 点 検 は 技 術 者 が 直 接 目

視 に よ り 行 っ て お り 、 点 検 診 断 の 精 度 に は 担 当 技 術 者

の 知 識 や 経 験 に よ る 差 が 生 じ て し ま う 。 特 に 点 検 診 断

マ ニ ュ ア ル に な い 特 殊 な 構 造 や 、 複 合 劣 化 が 生 じ て い

る 橋 に お い て は 顕 著 に 発 生 す る 。 担 当 者 の 技 量 や 経 験

に 左 右 さ れ な い 点 検 診 断 の 質 の 確 保 が 必 要 で あ る 。  

2 ) 順 位 付 け の 明 確 化  

橋 梁 点 検 後 の 診 断 結 果 が Ⅱ ～ Ⅲ の 橋 が 多 い の に 、 複

数 の 橋 で 劣 化 度 が 同 じ 場 合 の 明 確 な 順 位 付 け が で き て

い な い 現 状 が あ る 。 順 位 付 け に 際 し て 、 構 造 物 自 体 の

劣 化 状 況 だ け で は な く 、 社 会 的 重 要 度 や 劣 化 要 因 、 再

構 築 の 難 易 度 、 予 定 供 用 期 間 な ど を 加 味 し た 客 観 的 な

判 断 が 可 能 と な る 手 法 ・ 基 準 の 策 定 が 必 要 で あ る 。  

3 ) 管 理 手 法 の 転 換  

国 内 に 約 7 3 万 橋 あ る 道 路 橋 の 9 割 は 、 自 治 体 が 管

理 す る 橋 で あ る 。 技 術 力 や 人 員 体 制 が 十 分 で な い 自 治

体 が 多 く の イ ン フ ラ を 抱 え て い る た め 、 順 位 付 け が で

き な い だ け で な く 、 適 切 な 修 繕 も 進 ん で い な い 状 態 で

あ る 。 橋 の 中 に は 人 口 減 少 や 社 会 環 境 の 変 化 に よ り 利

用 状 況 や 重 要 度 が 変 わ っ た も の や 、 周 辺 に 代 替 施 設 が
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整 備 さ れ て い る の に 利 用 形 態 が 見 直 さ れ て い な い も の

も あ る 。 施 設 の 集 約 化 や 異 な る 管 理 者 間 で の 連 携 な ど

管 理 手 法 の 転 換 が 必 要 で あ る 。  

２ ． 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 お よ び 解 決 策  

前 項 1 ) で 挙 げ た 、 点 検 診 断 の 質 の 確 保 を 最 重 要 課

題 と 考 え 、 方 向 性 と 解 決 策 を 述 べ る 。  

1 ) 点 検 者 の 能 力 に 依 存 し な い 点 検 診 断 手 法 の 採 用  

① I C T の 活 用  

I C T （ U A V 撮 影 、 A I 画 像 診 断 や 点 検 ロ ボ ッ ト 等 ） を

活 用 し 、 点 検 の 省 力 化 を 図 る と と も に 、 I C T を 活 用 し

た 客 観 的 な 診 断 を 行 う こ と で 、 点 検 者 の 技 量 ・ 経 験 に

左 右 さ れ な い 的 確 な 診 断 結 果 を 得 る こ と が で き る 。 あ

わ せ て イ ン フ ラ デ ー タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム で 点 検 診 断

D B を 共 有 ・ 参 照 す る こ と で 、 類 似 構 造 物 で の 診 断 結

果 に 応 じ た 順 位 付 け を 効 果 的 に 行 う こ と が で き る 。  

② 最 新 の 知 見 を 元 に し た マ ニ ュ ア ル の 整 備  

吊 り 橋 な ど の 特 殊 橋 梁 や 、 パ イ ル ベ ン ト 橋 脚 な ど 特

定 施 設 の 損 傷 ・ 診 断 ・ 対 策 事 例 を 元 に 、 点 検 診 断 マ ニ

ュ ア ル の 増 補 を 行 い 、 「 想 定 外 」 「 適 用 外 」 を 減 ら す

こ と で 適 切 な 順 位 付 け が 可 能 と な る 。  

③ 事 業 者 間 の 連 携  

イ ン フ ラ メ ン テ ナ ン ス 2 . 0 で 推 進 し て い る 、 イ ン フ

ラ デ ー タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 上 に 、 国 ・ 地 方 自 治 体 ・ 道

路 会 社 （ N E X C O 等 ） が 管 理 す る 橋 梁 等 の 施 設 の 構 造 諸

元 や 点 検 結 果 、 修 繕 対 策 履 歴 を D B 化 し て 掲 載 し 、 管
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理 者 が 連 携 し て 情 報 共 有 を 行 い 、 類 似 施 設 や 類 似 損 傷

事 例 を 比 較 す る こ と で 、 客 観 的 な 優 先 度 判 断 が 可 能 と

な る 。  

３ ． 新 た な リ ス ク と そ の 対 策  

1 ) 調 査 診 断 の ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス 化  

A I が 行 う 膨 大 な デ ー タ を 元 に し た 自 動 診 断 は 、 そ

の 診 断 プ ロ セ ス を 理 解 す る こ と が 困 難 な た め 、 ブ ラ ッ

ク ボ ッ ク ス 化 す る 恐 れ が あ り 、 次 の 対 策 が 必 要 で あ る 。  

① 診 断 プ ロ セ ス を 理 解 で き る 教 育 の 実 施 ： 担 当 者 に 、

劣 化 要 因 選 定 や 劣 化 度 診 断 に 関 す る 基 本 的 な 考 え 方 を

理 解 で き る よ う な 教 育 を 実 施 す る 。  

② I C T の 限 界 を 認 識 す る ： I C T は 万 能 で は な く 適 用 限

界 が あ る た め 、 限 界 を 理 解 し 人 が 補 足 す る 必 要 が あ る

こ と を き ち ん と 認 識 す る 。  

2 ) 初 期 費 用 が 必 要  

施 設 の 調 査 診 断 を 受 託 す る 業 者 は 、 調 査 診 断 を 行 う

た め の 新 た な 機 器 が 必 要 と な る 。 ま た 管 理 者 に お い て

は 、 膨 大 な デ ー タ を 取 り 扱 い 、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 で の 快

適 な ア ク セ ス を 保 証 す る た め の 高 性 能 P C 等 の 機 材 導

入 や 更 新 が 必 要 で あ り 、 こ れ ら の 費 用 確 保 の た め に 次

の 対 策 を 実 施 す る 。  

① 各 種 補 助 や 助 成 の 実 施 ： 受 託 業 者 に 対 し て 、 機 器 導

入 更 新 の た め の 補 助 や 助 成 を 行 う 。 管 理 者 （ 特 に 地 方

自 治 体 ） に 対 し て は 、 機 器 導 入 に 対 す る 助 成 や 起 債 の

許 可 を 行 う 。              以 上  


